
（別紙３）

～ 2026　年　2　月　25　日

（対象者数） 25 （回答者数） 21

～ 2026　年　2　月　25　日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援の実施状況を確認し、必要に応じて目標や内容の

　修正を行う

・事例検討や日々の振り返りを行い、より適切な支援

　方法を検討する

2

・安全対策やマニュアルの定期的な見直し

・避難訓練等の継続実施

・職員間でのリスク情報共有の強化

3
・活動内容を振り返り、子どもの興味や発達段階に応

　じた工夫を行う

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ミーティング時間の確保により、共有体制を強化する

2
実施可能な範囲で新しい活動を試行し、段階的に内容の

充実を図る

3

○事業所名 ぐんぐん千代崎

○保護者評価実施期間
2026　年　2　月　4　日

○保護者評価有効回答数

2026　年　2　月　4　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026　年　3　月　5　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員間での情報共有にばらつきが生じることがある 勤務時間帯の違いにより、共有時間が確保しづらい

活動内容が固定化しやすい傾向がある
安全面や運営面を優先する中で、実施しやすい活動に

偏りがちである

個別支援の充実

・日々の記録やミーティングを通して情報共有を行い、

　継続性のある支援を実施している

・無理のないステップ設定を行い、小さな達成を積み

　重ねられるよう支援している

安心・安全な環境づくり

・児童が安心して過ごせるよう、清潔で整理された生活

　空間の維持に努めている

・活動内容や児童の状況に応じて見守り体制を調整し、

　安全面に配慮している

集団活動の充実

・外出支援や地域活動、買い物体験、クッキング等を

　通して、社会性や生活力を育む機会を設けている

・集団の中での役割やルールを意識しながら、無理の

　ない参加ができるよう支援している

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


